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『まちと暮らし研究』３０号 

これからの家、これからの住まい方 

問い合わせ先：一般財団法人 地域生活研究所（担当：三浦） 

TEL：０３－６３０４－８６６５ 

FAX：０３－３３８３－７８４０ 

1９０２(2020 年１月１７日発行) ＮＯ、 

『まちと暮らし研究』第３０号をお届けいたします。今号の特集は「これから

の家、これからの住まい方」としました。人口が減少していく中、統計を見ると

空き家が年々増えているようです。 

その一方で、単身高齢者や外国人、子育て世代などの家賃負担や入居拒否など、

住まいをめぐる様々な問題も起こっています。そうした問題の解決に空き家を活

用することも一つの方策ではないでしょうか。また、これからの地域づくり、ま

ちづくりの推進のための拠点としても、空き家の活用が求められます。 

空き家の問題やその利活用を考えるとき、生活やまちの変容を踏まえて議論し

ていくことも重要です。今号を、こうした様々な視点からこれからの家や住まい

方を考えるきっかけにしていただければ幸いです。 

●頒価 ：５００円（送料別） 

●発行日 ：２０１９年１２月２０日 

●判型／頁数 ：A５判／８０頁 

●発行 ：一般財団法人 地域生活研究所 

＊30号およびバックナンバーご希望の方は、上記問い合わせ先までご連絡ください。 

 

 

＜主な内容＞ 

・これからの家、これからの住まい方 

・空き家を利用してのたまり場づくり―東京西部保健生協「松下さんち」 

・空き家はまちの余白―三鷹市の多世代型シェアハウス「えんがわ家」の取り組み 

・ホームレス、ハウスレス、他人事ではありません！ 

―いきいき福祉会「サポートハウス和」の挑戦 

  ・安心できる暮らしを提供する「コープみらいえ」 

・生活協同組合が取り組むべき新しい課題、居住支援 

―パルシステムとくらしサポート・ウィズの関わり 

・空き家の福祉活用を考える 

 ・自治体における空き家利活用の現状と課題―東京都内の空き家対策条例を中心に 

 ・都市計画からみたこれからのまちづくりを考える 

・豊島区の空き家活用と居住支援 

・欧州における有機農業と消費者のつながり―スイスにみる CSAの取り組みから 

(著者：敬称略) 
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安倍澄子先生 

 

講演の模様 

 

 

 

2019 年 9 月 27 日（金）、一般財団法人地域生活研究所と東京都

生活協同組合連合会、公益財団法人生協総合研究所の 3 者の共催に

よる公開研究会「欧州における有機農業と消費者のつながり」を東

京都生協連会館で開催しました。 

この公開研究会は地域生活研究所の生協研究会の活動の一環とし

て開催したものです。研究会のメンバーであり、日本農村生活学会

の会長も務める日本女子大学前教授の安倍澄子先生から「欧州にお

ける有機農業と消費者のつながり～スイス・オーストリアにみる

CSA の取り組みから～」と題し、ヨーロッパの有機農業における国

際基準や農法、とりわけスイスにおける状況についてご報告をいただきました。特に、「地域で支える

農業」「地域支援型農業」などと訳される CSA（Community Supported Agriculture）についてルー

ツや目的、仕組みなどについてお話しいただき、有機農業、CSAのスイスやオーストリアにおける実

践事例を豊富な写真を交えてご紹介いただきました。 

当日は各地の生協をはじめ、有機農業の実践家や CSA

の研究者など２６名が参加し、有機農業の広がりや消費者

の参加の状況、有機農業の国際基準や CSA の定義、法人

格の状況など幅広い観点から質疑が行われました。参加者

間での討議も見られ、参加者からは終了後「今後の実践に

生かしたいので、資料を追加でいただきたい」というよう

な声も寄せられました。 

なお、報告者の安倍澄子先生には、当日の質疑内容も踏

まえ、『まちと暮らし研究』30号に、報告内容をまとめた

ものをご寄稿いただいています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  公開研究会「欧州における有機農業と消費者のつながり」 

東京都生協連と地域生活研究所の共催で行う 

   まちづくり連続講座 

開催報告 

開催報告 

都市計画からみた 
まちづくりを考える 

空き家の活用・
高齢者の居住支援 

第９講 20１９年９月 1９日（木） 

都市計画からみたまちづくりを考える 

饗庭 伸さん 
首都大学東京教授 

露木尚文さん 
住宅・都市問題研究

所代表取締役 

 2050年新しい地域社会を創る 
「集いの館」構想と生協の役割 

第１０講 20１９年１１月２１日（木） 

これからの地域コミュニティと生協の役割 

東京の「集いの館」構想を考える 

若林 靖永さん 
京都大学経営管理大学院 院長 

京都大学教授 

詳しくは東京都生協連 HPhttps://www.coop-toren.or.jp/ 

まちづくりニュース vo.9をご覧ください。 

講演内容は『まちと暮らし研究３０号』に掲載

しています。 

https://www.coop-toren.or.jp/

